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１．研究目的・背景 

2005 年 9 月の台風により太田川では警戒水位を超える水

位を記録し，越水する可能性が充分考えられる．著者等はデ

ータ解析を行った結果，広島市中心部に位置する三篠橋付近

で越水する可能性が最も高い．山重 2)は，三篠橋付近を越水

箇所とし市内部へ流入する数値シミュレーションを行って

いる．その結果，主に城北通りと広島城沿いの国道 54 号線

から浸水が行われている．そのため，行政などの公的機関と

商業地域へ浸水が発生した場合には大きな被害が予想され

る． 
 本研究は広島市中心部の旧太田川に架かる三篠橋で越水

氾濫が発生した場合，市街地内への浸水挙動を明らかにする．

また，三次元基礎流動数値シミュレーションモデルを構築し，

浸水する氾濫水の挙動を明らかにすることにより，避難経路

と浸水への軽減対策に役立てることを目的としている． 

２．シミュレーションモデルの概要 
図 1 に広島市中心部を示す．図中の赤で囲んだ領域を計算

領域とする．解析モデルの作成・解析には，CFD2000（Adaptive 
Research）を使用する．解析手法としては有限体積法を用い

る．自由表面の取り扱いには VOF（Volume of Fluid）法を基

礎とした物理モデル 4)を用いる．計算には縮尺 1/25 のモデル

を用い，フルード相似により流速等を算出している． 
 計算領域は縮尺 1/25 を考慮して 21.2m×17.7m×0.12m と

設定した．解析には物体適合座標を使用し，X 軸方向へ 212
格子，Y 軸方向へ 20 格子，Z 軸方向へ 177 格子の合計 750480
格子で構成する． 
 境界条件は，図 2 に示すように①地点を流入境界とし，流

速〓1m/s で水を流入させる．流入境界以外の通路と境界面が

接している箇所はすべて流出境界とする．流出境界では，水

が制約を受けずに流入出できるように VOF を設定する．通

路以外の場所は障害物と考え，障害物の壁面には摩擦を無視

しないような設定としている．流れは計算を簡略化するため，

層流として取り扱うこととする．初期条件として通路には空

気がそんざいしており，流入境界より連続して水が流入する．

流入速度は広島市消防局提供の資料より，太田川の河川流速

も参考にして実流速 5m/s と推計した値を用いる．また，3 次

元計算を行っていることから Y 軸に-9.8N の重力を作用させ

る．流入高さは実寸法で 0.1m とした．時間ステップは，全

計算時間 T=700s，時間刻みΔt=0.01s とする． 

３．シミュレーション結果と考察 
図 3に流入してから通路全体に氾濫水が行き渡るまでのシ

ミュレーション結果を示す．水面は VOF=0.5 の面を表示して

いる．表示時間は実時間に換算して示している． 

 

図 1 広島市中心部 3) 
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図 2 計算モデル 
全体的な水の拡がりを見ると，大きな通りの城南通り（図

2 の②－⑦－③），相生通り（④－⑨－⑤），鯉城通り（②－

⑥－⑧－④），白島通り（③－⑤）から流入が進行している．

5 分 50 秒後に浸水が②地点に到達し，7 分 30 秒後から城南

通りと鯉城通りへ進行を始めた．そして，16 分 40 秒後には，

計算領域中心部の浸水に大きな影響を与えると思われる⑥

地点から計算領域中心部への浸水が始まった．47 分 30 秒後

には城南通り白島通り経由の浸水と鯉城通り相生通り経由

の浸水がほぼ同時期に⑤地点に到達している．浸水の広がり

方を見ると，斜線が八丁堀に向かうように浸水が行われてい

る．その要因としては，流速が遅い事から小さな通路への流

入が多いことが考えられる． 

VOF の値を 0.5 とした時の浸水面積の経時変化を図 4 に示

す．浸水初期は緩やかに浸水していたが，1500s 付近から急

激に浸水面積が広がっている．浸水の広がりを見るために城

南通り・鯉城通りにおける経時変化を図 5 に示す．計測は通 
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図 3 シミュレーション結果 
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図 4 浸水面積の経時変化 

路の中央で行っている．城南通り・鯉城通りは，同じスピー

ドで水が進んでいる事が分かる． 
次に水深に着目した．図 2 に示す⑦地点の合同庁舎前と⑧

地点の広島そごうバスセンター入口前と⑨地点の広電立町

駅の 3 ヶ所についての水深の経時変化を図 6 に示す．合同庁

舎前の水深は徐々に上昇しているのに対し，立町では急激に

水位が上昇している事が分かる．その要因として，相生通り

からの浸水と計算領域中央からの浸水が重なったために急

激な水位上昇が見られたと思われる．その結果，合同庁舎前 
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図 5 城南通り・鯉城通りにおける経時変化 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

0 600 1200 1800 2400 3000 3600
実時間[s]

水
深
[m
]

合同庁舎前

そごう前

立町

 

17m30s 21m40s 

図 6 水深の経時変化 
と離れた立町の水深は，浸水が八丁堀に到達する頃には水深

が約 1.8m に近づいている．広島市消防局が発表しているハ

ザードマップ 5)では，水深 1m 以上 2m 未満の区域となって

いる事から，初期条件は違うものの浸水深はほぼ同様の値を

得ることができ，対応した結果が得られている． 

30m 25m50s 

５．結論 
１）地上部において VOF 法を用いた 3 次元計算を行うこと

で浸水状況を計算するモデルの構築を行い，平面的な水

の広がりに対する経時変化と水深の経時変化を明らかに

する事ができた． 
２）図 2 に示す⑦地点の合同庁舎前と⑧地点の広島そごうバ

スセンター入口前と⑨地点の広電立町駅の 3 ヶ所の地点

の水深は約 1.8m に近づいている． 
３）浸水深については，氾濫水が流入した場合，浸水深が 2m

弱となる可能性があるため， 2 階建て以上の高いビルに

避難することが望ましい． 
４）道路や建物の粗度係数を正確に取り込むことにより，工

学的に高い結果を提供することが可能になる． 
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